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株式会社レゾナック 五井事業所（野⽥）
・所在地 千葉県野⽥市中⾥200番地、⽊間ケ瀬5082-2
・沿⾰

1967年 3⽉ ボスチックジャパン株式会社設⽴
1984年10⽉ （社名変更）⽇⽴化成ポリマー株式会社（野⽥⼯場）
2016年 4⽉ （合併）⽇⽴化成株式会社 五井事業所（野⽥）
2020年10⽉ （社名変更）昭和電⼯マテリアルズ株式会社 五井事業所（野⽥）
2023年 1⽉ 株式会社 レゾナック 五井事業所（野⽥） ☆昭和電⼯と合併

・従業員 8９名

1.五井事業所(野⽥)紹介
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1.五井事業所(野⽥)紹介

Goi site

Kashima site

Noda site

五井事業所
(五井）・(⿅島）・(野⽥）の3拠点
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1.五井事業所(野⽥)紹介

内容項⽬

野⽥市中⾥200番地所在地

約29,000㎡(関宿を含む)⾯積

89名(直32/間57)⾮正規含従業員数

1967年操業開始
接着剤(溶剤・無溶剤・両⾯
ﾃｰﾌﾟ等)の開発、製造事業内容

野⽥⼯場

関宿分⼯場
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2.製品紹介

Goi siteGoi site Kashima siteKashima site

Noda siteNoda site

ダイボンディング
フィルム(DAF)

硬化剤
(Curing agent) ソルダーレジスト

（Solder resist）

接着剤
（Adhesive）

塗料⽤樹脂
（Coating resin）
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２．製品紹介 野⽥関連製品

接着剤関連製品

展開分野

テープホットメルト無溶剤型溶剤型
カスタマイズ
接着剤応⽤固化速度調整⾼粘度合成・

混練技術ゴム変性技術

⼀般産業包装建築･⼟⽊⾃動⾞電気･電⼦



7©Resonac Corporation All Rights Reserved.

適⽤分野︓真空断熱ガラス(VIG)⽤封着材

冷蔵
ショーケース真空断熱ガラス/VIG

省エネビルディング

真空断熱
ガラス

適⽤イメージ

低融点ガラスペースト
(当社製品)

ピラー(スペーサ)

封着材(製品)
板ガラス

真空
断熱層

低融点ガラス(LMG : Low Melting Glass)は、低温封着と⾼気密性を両⽴する封⽌・
接着材です。 建物の窓や冷蔵庫のガラス扉を真空層で⾼断熱化する真空断熱ガラス
（VIG︓Vacuum Insulated Glass）を構成するキーマテリアルの⼀つであり、断熱性向
上と製造エネルギー削減の両⾯から省エネルギーに貢献します

2．製品紹介 野⽥関連製品
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労働災害の定義

3.労働災害状況 五井事業所(野⽥)安全成績

労働災害発⽣推移
2025年2024年2023年2022年2021年2020年2019年2018年2017年項⽬

17.318.315.815.615.013.324.715.018.1延べ労働時間数
（万時間）

000000000休業災害件数
0.000.000.000.000.000.000.000.000.00休業度数率
0.000.000.000.000.000.000.000.000.00休業強度率
000000010不休災害件数
001100001軽微災害件数

定義区分
医師による診察・治療が初回のみ⾏われ、被災前の業務に復帰できる場合軽微災害
医師による診察・治療が⾏われて、通院治療が指⽰され被災⽇の翌⽇以降も休業しなかった場合不休災害
医師による診察・治療が⾏われ、被災⽇を除く1⽇以上休業した場合。休業災害

災害件数はレゾナック定義に準ずる
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3.労働災害状況 五井事業所(野⽥)安全成績

0

1

2

3

4

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

野田サイト災害発生状況

不休災害
軽微災害

塗⼯機巻取
部巻き込まれ
（不休）

安全扉修理指
先挟まれ切創
（軽微）

休業災害︓2011年6⽉15⽇以降発⽣なし
無災害⽇数︓5,494⽇
無災害時間︓2,348,152時間 （2026年6⽉30⽇現在）

2026年度
無災害
継続中

腰椎捻挫
(軽微)

はさみでの
指根元切創
（軽微）
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4.安全⾏動規範・安全⾏動10規則の実践

レゾナックグループは、「安全は全てに優先する」を掲げ、
グループに関係する全ての⼈が出勤して仕事を始めたときと
同じ状態で帰宅することが最も⼤切だと考えています。

職場において、従業員が安⼼して仕事ができるようにする責任が
事業者（以下「管理者」という。）にある⼀⽅で、労働者（以下
「従業員」という。）には仕事を安全に⾏う義務があります。

本規範では、従業員が守るべき具体的な⾏動を安全⾏動規範とし
て定めました。グループの全従業員が本規範に基づいて、⾼い安全意
識をもち、常に安全な⾏動をとることによって、安全で健康的な職場
でいきいきと働けることが重要です。
（レゾナック「安全⾏動規範解説書」）
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レゾナックグループは、「安全は全てに優先する」を掲げ、
グループに関係する全ての⼈が出勤して仕事を始めたときと
同じ状態で帰宅することが最も⼤切だと考えています。

職場において、従業員が安⼼して仕事ができるようにする責任が
事業者（以下「管理者」という。）にある⼀⽅で、労働者（以下「従
業員」という。）には仕事を安全に⾏う義務があります。

本規範では、従業員が守るべき具体的な⾏動を安全⾏動規範として
定めました。グループの全従業員が本規範に基づいて、⾼い安全意識
をもち、常に安全な⾏動をとることによって、安全で健康的な職場で
いきいきと働けることが重要です。
（レゾナック「安全⾏動規範解説書」）

私たちは「安全⾏動１０則」を
安全⾏動の基本として実践することで

事故や災害をゼロにします。

朝礼等で「安全⾏動10則」を唱和

4.安全⾏動規範・安全⾏動10規則の実践
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事業所長
EHS責任者

部・課長

オペレーターＯＰ

職長・主任・班長

安全衛生委員会

・安全監査委員会
・化学品管理委員会

・
・

ＣＤＺ活動
（The Challenge to Danger Zero）

従業員全員参加型の安全活動

事業所長を核とした
安全衛生マネジメント
システム(OSHMS)

5．五井事業所の安全衛⽣活動

2.1 五井事業所 安全衛⽣活動の概要
Overview

五井事業所のEHS⽅針 基本理念
「危険ゼロへの挑戦」をスローガンに無事故・無災害
を達成する。

(Committee）
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5. 五井事業所の安全衛⽣活動 管理体制

【部門】

各委員会

産業廃棄物削減委員会

事業所長

(発災時)

EHS内部監査チーム 非常時の自衛防災組織

環境安全管理グループ

法定管理者

EHS管理責任者 環境管理委員会

省エネルギー委員会

化学物質管理委員会

保安監査委員会

CDZ推進者会合

安全衛生委員会

設備投資委員会

　
五
井
部
門

　
鹿
島
サ
イ
ト

　
野
田
サ
イ
ト

Kashima
site

Noda
site

Goi
site
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製造部長

部門長

ＯＰ

職長・主任・班長

労働安全衛生マネジメントシステム
（OSHMS）

安全意識の個⼈レベル差の解消
意識改⾰のための仕掛けつくり

Change in safety awareness

ＣＤＺ活動
（The Challenge to Danger Zero）

従業員全員参加型の安全活動

しもふさ会

Self-Management

6．野⽥サイト 安全衛⽣活動

活動⽅針

リスクアセスメント
ヒヤリハット
職場巡視

本質安全化
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6. 野⽥サイト 安全衛⽣活動 管理体制

【部門】

製造部門 間接部門

EHS内部監査チーム

省エネルギー委員会

産業廃棄物削減委員会

CDZ推進者会合

化学物質管理委員会（五井統括）

法定管理者

各委員会

EHS管理責任者（五井統括） 環境・安全衛生委員会

設備投資委員会

保安監査委員会

製造部長

(発災時)

（五井統括）

非常時の自衛防災組織環境安全管理グループ
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株式会社レゾナック五井事業所及びその関連組織(以下五井事業所等という）は、
有機材料、無機材料及び電⼦材料を開発し製造していることを踏まえて、『危険
ゼロへの挑戦』及び『製品・サービスを通じて環境と調和した持続可能な社会を
実現しよう︕』 をスロ－ガンとし、以下の基本理念に基づく企業活動を⾏う。
五井事業所等は、2025年度、以下を重点テ－マとして活動に取組む。

① 統合マネジメントシステムの効果的な運⽤
② 危険認知⼒向上
③ 安全モデルライン構築を通じた腰痛・薬傷対策
④ 内部監査レベルUP
⑤ CN,資源循環を含む環境リスク低減
⑥ 消防隊員技能UP

7. 安全衛⽣活動 五井事業所EHS⽅針 2025年度
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動
危険ゼロへの挑戦 CDZ活動（チャレンジ デンジャー ゼロ）とは
五井事業所独⾃の安全衛⽣に関するボトムアップ活動

部⾨活動+野⽥全体の定期会合を実施
・共通テーマの活動

躓き・転倒、挟まれ・巻き込まれ、暑熱、感電・静電気、薬傷、腰痛
の6つの災害に対する教育を実施し、
五井事業所特有の災害に対する危険認知⼒の向上を図る。

・公開作業
他部⾨の⽅に、作業を公開し、作業⼿順とリスク評価を確認頂き
リスク抽出・抜け漏れ防⽌を図る。
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動

2025年活動
備考活動項⽬分類

6項⽬を実施通年共通テーマの活動部
⾨ 各部⾨で設定通年部⾨テーマの活動

＊ただし随時受付1回/年ヒヤリハット強化⽉間全
体

各部⾨報告実施１回/Q共通テーマの活動報告報
告

キックオフ︓1⽉
報告会︓3,6,9,12⽉
総括︓12⽉

5回/年CDZ会合
そ
の
他 ・⼿順書、教育⽅法、５S

の⾒直し1回/年公開作業
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動
懸念される災害の教育資料を作成（五井事業所内共通）⇒全員が受講
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動（挟まれ・巻き込まれ 過去の事例に学ぶ）

災害事例
2018.7.11発⽣
塗⼯機巻取部巻き込まれ事故

【事故に⾄った原因】

通紙の修正のため、安全扉の反対側から侵⼊し、基材を巻芯まで⼿で引き込もうとした。
被災者の指⽰で、作業者Bが塗⼯機を運転した時巻取り軸が稼動し、巻き込まれ体が持ち上
げられた。
※反対側から侵⼊するとﾀｰﾚｯﾄ旋回はしないが、巻取り軸は回転する
異常に気付いた作業者Bが塗⼯機を停⽌したが、持上げられた体は１.2ｍ下の床に墜落した。
その際に右肩打撲、右⽿に裂傷を負った。
墜落・落下ヘルメットを着⽤していなかったら重⼤な災害になっていたかもしれません。
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動（挟まれ・巻き込まれ 過去の事例に学ぶ）

事故対策

【対策前】

対策後

【対策後】

管理対策
・作業基準⾒直し
・巻き込まれ安全教育の実施など

⼈の侵⼊時に安全装置が働くが
中に⼈がいた場合の想定をして
いなかった

安全装置を強化
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動（部⾨活動）
部⾨活動での成果等を定期会合にて報告
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動 公開作業

・作業⼿順の遵守確認と⼿順の改訂
事前に策定した作業⼿順書に基づき、実際の作業が⼿順通りに⾏われているかを確認し、
観察結果を基に必要に応じて作業⼿順を⾒直す。

・安全⾯の問題を把握し改善
作業の実態を把握し、安全上の課題を明確にすることで、具体的な改善策を検討する。
やりづらい作業や不安全な⾏動を特定し、その改善提案を⾏う。

・危険の⾒落としを防ぐ
多くの関係者が作業を観察することで、潜在的な危険要因やリスクの⾒落としがないかを
チェックし、リスク評価漏れを防ぐ。

・作業のやりやすさと安全性の向上
作業⼿順を⾒直すことで、作業をよりやりやすくし、安全性の向上にも繋げる。

作業標準（作業⼿順）が確⽴された作業を職場や関係者が
実際の現場で作業を観察するプロセス
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7.安全衛⽣活動 CDZ活動 公開作業の流れ
①作業の観察 動画で共有
「作業を準備から後⽚付けまで」

②⼿順書との確認
「⼿順書通りに⾏われているか確認」

③既存のリスク評価と⽐較
「作業のリスク評価表を参照しリスクの

抽出漏れがないか」

④結果の
フィードバック

⑤改善「結果を基に⼿順書を改訂」
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7.安全衛⽣活動 ⾼リスク作業改善例紹介

①パレットをコロ
コンに載せる

②コロコン前に
フレコンを移動

させる

③フレコン両サイド
2⼈で持ち上げる
準備を⾏う

④コロコン上
40センチ
持ち上げる

⑤コロコン上に登り
フレコンの位置
合わせを実施

【改善前】 廃プラフレコン搬送作業

※25バックの繰り返し作業で、腰痛ヒヤリハット報告が多数あり

※危険ポイント
腰痛

※危険ポイント
躓き・転倒・転落

※危険ポイント
腰痛

ランク評価点怪我の程度作業頻度設備的可能性危険分類改善前
リスク評価 BY81339腰痛
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7.安全衛⽣活動 ⾼リスク作業改善例紹介

【改善後】 廃プラフレコン搬送作業

ランク評価点怪我の程度作業頻度設備的可能性危険分類改善後
リスク評価 CY27333腰痛

ウォーキーの導⼊により腰痛リスクを低減した。
作業基準を作成し基準に落とし込み
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7.安全衛⽣活動 リスク作業改善例紹介

タンクローリー受け⼊れ墜落防⽌設備設置

スライド部稼働動画スライド式墜落防⽌設備
使⽤時収納時墜落防⽌設備

危険物施設保有空地等の⽴地制限でスライド式を設置
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7.安全衛⽣活動 リスク作業改善例紹介

設置条件
・危険物製造所に隣接しているため保有空地（5ｍ）の確保が必要
・地下タンクがあるため柱設置位置に制約がある（柱基礎掘削施⼯）
・⼤型タンクローリー停⾞向き（停⾞位置が異なる）への対応
停⾞向きによって作業の位置が変わるため、墜落防⽌器具の移動距離を⻑くする
必要がある

・柱が⼤型タンクローリーの通⾏に邪魔にならない
既存墜落防⽌設備の問題点
・⼀般的な墜落防⽌設備は固定では条件を満たせない
・跳上げ収納式は改造すると強度が担保できない

地下タンク

設計
・エアーシリンダーを⽤いて墜落防⽌器具を前後に
出し⼊れして収納できる「スライド式」を設計することで
設置条件を解決

スライド式墜落防⽌設備の設計 5.3ｍ

作業状況

危
険
物
製
造
所
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7.安全衛⽣活動 リスク作業改善例紹介

重量物取り扱い腰痛災害防⽌

パレットレベラー
重量物の持上げ・移動作業軽減

積載重量に応じて縮むことで、楽な作業⾼さを確保

吸引式イージーリフト
重量物積替え作業軽減
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7.安全衛⽣活動 リスク作業改善例紹介

攪拌装置 釜蓋稼働時挟まれ防⽌
レーザースキャナで第3者を感知すると稼働停⽌

シェイカー（⼿動⇒⾃動化）導⼊で
作業負担軽減
回転部接触防⽌囲い設置
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7.安全衛⽣活動 ヒヤリハット改善実施例紹介

製造オペレーターから挙がったヒヤリハットを改善に繋げる
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7.安全衛⽣活動 事例紹介

熱中症発⽣時の⾏動基準
各職場に掲⽰

納⼊・集荷時のトラック荷台昇降ステップ台設置
荷台からの転落防⽌⽤に業者が活⽤
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8.導⼊設備・機械等の安全対策

導⼊設備・機械等の審査を実施

導⼊設備・機械等について、安全・防災・衛⽣・環境⾯からの視点で
計画段階及び導⼊・完成後の審査を実施し、本質安全化を図るとともに、
事故・災害の発⽣を防ぐことを⽬的とする取組み

審査で認可されなければ、導⼊や使⽤開始が認められない

・例︓安全装置・⾮常停⽌装置は適正か
動いている機械等に⼿・指・⾜などが⼊らないか
局所排気装置は適正か
電気設備は基準を満たしているか
静電気対策に問題はないか
法令、規則等を順守しているか 等
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9.対話型安全巡視プログラム（レゾナック版SCP）の実践

ＳＣＰ（安全対話プログラム）を実践

「安全対話プログラム SCP(Safety Communication Program)※」とは

「相互啓発型」安全⽂化の構築に向け
安全活動の基本である安全巡視の「ありたい姿」を標準化したもの

【⽬的】

「指摘するだけして、あとは放置」の巡視ではなく、
「良い点を推奨」し、「⾃分の発⾔への責任を 持って
最後まで⽀援」を徹底することで巡視への期待や
巡視者への信頼向上を⽬指す

⇒相互啓発型安全⽂化の構築へ︕
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9.対話型安全巡視プログラム（レゾナック版SCP）の実践
【特徴】

・指摘を⽬的としない対話型の巡視

・事故事例等を含む具体的な着眼点を整理し、
それに基づいて巡視

・研修だけではなく、実践レポートの添削・指導を
経て認定することで、巡視者の意識や⼒量を確保
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9.対話型安全巡視プログラム（レゾナック版SCP）の実践

対策後

作業及び危険の内容
機械、設備名⼯程名№ 危険源危険内容作業内容作業名称

階段、段
差

両手で荷物を抱
えて階段を上ろう
して転倒する。

水槽ラインで発
生する仕掛を階
段を上って運搬

する

仕掛材料の釜戻し
ﾎｯﾄﾒﾙﾄ
押出ﾗｲﾝ

ﾎｯﾄﾒﾙﾄ
押出ﾗｲﾝ

野田
製造

評価総合頻度(定常)/被害の発⽣可能性
ﾗﾝｸ評価点状況(⾮定常)⼤きさ評点危険分類 表6D=A*B*C表3/4 （Ｂ)表5（Ｃ）表2（Ａ）
B３２２４４墜落・

転落 作業廃⽌により墜落・転落リスクなし

実施内容
設備投資で、仕掛を搬送する垂直
搬送機を導入。仕掛を階段で運ぶ

作業を廃止した。

対策前

写真 写真

改善例①
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9.対話型安全巡視プログラム（レゾナック版SCP）の実践

改善例②

「扉につけるお知らせライト」の設置を提案
扉付近に⼈がいる事が確認出来るようになった



38©Resonac Corporation All Rights Reserved.

10.賞賛の⽂化の醸成

部⾨を超え感謝し合える⾵⼟を作り、
従業員エンゲージメントが⾼い⼯場を
⽬指す取組み、職⻑を中⼼とした活動

感謝したいこと、頑張っていること
など投票し、良い⾏動を称賛

「褒め合う」「賞賛」する事により、
⼯場、従業員が 明るくなる︕
モチベーションがあがる︕
⾃然とお互いを褒め合う⾵⼟になる

日付 7 月 17日

対象者 中田 幸子 推薦者

『よいところ』　『感謝したいこと』　『頑張っていること』 匿名希望の場合は〇を付ける

いつ～の～を称賛したいなど

感謝したいこと； 内装⽤HMの圧着⼯法⽤の配合

検討において、簡易ｵｰﾌﾟﾝﾀｲﾑ評価法を⾃主的に知⾒者

に相談したり、ﾄﾗｲ頂き、⾮常に助かりました。

車　秀夫

ナイスプレー賞推薦用紙

匿名を希望します

さん
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11.「ご安全に」メッセージの取組み

おしゃべりNAVI3
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11.「ご安全に」メッセージの取組み

おしゃべりNAVI3




